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ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・
避
難
者
支
援

熊
本
大
学

大
学
院
先
端

科
学
技
術
研
究
部

柿
本

竜
治
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道
路

・
鉄

道
・
航

空
・
港

湾
の

被
害

熊
本

港
は

可
動

橋
破

損

熊
本

空
港

は
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル

内
の

天
井

が
崩

落

回
送

中
の

新
幹

線
車

両
の

脱
線

ガ
ラ
ス
な
ど
が

破
損

し
た
新

幹
線

駅
舎

防
音

壁
の

落
下

20
16
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一
般
道
の
被
害

阿
蘇

大
橋

熊
本

空
港
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都
市

間
交

通
流

動
・

長
距

離
ト

リ
ッ

プ
（

福
岡

方
面

か
ら

の
緊

急
支

援
物

資
な

ど
の

ト
リ

ッ
プ

）
の

旅
行

時
間

が
最

大
4

時
間

・
八

女
IC

－
熊

本
市

役
所

間
の

経
路

は
植

木
IC

-
益

城
IC

間
通

行
規

制
の

た
め

，
3

経
路

が
使

用
．

・
3

経
路

の
旅

行
時

間
が

均
等

化
し

，
約

1
0

0
分

．
通

常
の

1
.5

倍

注
）

桑
原

雅
夫

教
授

（
東

北
大

学
）

研
究

グ
ル

ー
プ

が
作

成
さ

れ
た

資
料

を
も

と
に

溝
上

章
志

（
熊

本
大

学
）

が
編

集
20

16
/5
/3
1
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前
後

の
混

雑
状

況
の

変
化

2
0

1
6

年
4

月
1

5
日

(金
)

朝
(7

:0
0


9

:0
0

)

2
0

1
6

年
4

月
1

6
日

(土
)

0
1

:2
5

 M
j7

.3
/
震

度
7

2
0

1
6

年
4

月
1

4
日

(木
)

2
1

:2
6

 M
j6

.5
/
震

度
7

・
R

2
6

6
，

R
5

7
 に

激
し

い
混

雑

・
北

B
P

，
R

3
 ，

東
B

P
な

ど
の

主
要

幹
線

道
路

に
激

し
い

混
雑

・
都

心
部

，
幹

線
道

路
の

主
要

交
差

点
で

混
雑

・
全

域
的

に
混

雑
ポ

イ
ン

ト
が

拡
大

デ
ー

タ
提

供
元

；
富

士
通

交
通

・
デ

ー
タ

サ
ー

ビ
ス

2
0

1
6

年
4

月
2

0
日

(水
) 

朝
(7

:0
0


9

:0
0

)

注
）

桑
原

雅
夫

教
授

（
東

北
大

学
）

研
究

グ
ル

ー
プ

が
作

成
さ

れ
た

資
料

を
も

と
に

溝
上

章
志

（
熊

本
大

学
）

が
編

集
20

16
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速
度

低
下

プ
ロ

ー
ブ

デ
ー

タ
の

ヒ
ー

ト
マ

ッ
プ

平
常

時
[2

0
1

6
年

1
月

1
3

日
(水

) 
1

4
:0

0
-
1

7
:0

0
]

発
災

後
[2

0
1

6
年

4
月

2
0

日
(水

) 
1

4
:0

0
-
1

7
:0

0
]

デ
ー

タ
提

供
：

ホ
ン

ダ
技

研
工

業
株

式
会

社
注

）
1

0
k
m

/
h

未
満

の
プ

ロ
ー

ブ
デ

ー
タ

量
の

ヒ
ー

ト
マ

ッ
プ

を
可

視
化

・
発

災
後

，
1

0
k
m

/
h

未
満

の
G

P
S

(ド
ッ

ト
)デ

ー
タ

量
が

熊
本

市
内

全
域

で
増

加
・

通
常

の
渋

滞
ポ

イ
ン

ト
だ

け
で

な
く

橋
梁

，
迂

回
路

，
細

街
路

で
も

増
加

注
）

桑
原

雅
夫

教
授

（
東

北
大

学
）

研
究

グ
ル

ー
プ

が
作

成
さ

れ
た

資
料

を
も

と
に

溝
上

章
志

（
熊

本
大

学
）

が
編

集
20

16
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交
通

の
発

着
施

設
と

そ
の

時
間

分
布

ガ
ソ

リ
ン

ス
タ

ン
ド

発
着

銭
湯

発
着

デ
ー

タ
提

供
：

本
田

技
研

工
業

デ
ー

タ
提

供
：

本
田

技
研

工
業

注
）

桑
原

雅
夫

教
授

（
東

北
大

学
）

研
究

グ
ル

ー
プ

が
作

成
さ

れ
た

資
料

を
も

と
に

溝
上

章
志

（
熊

本
大

学
）

が
編

集
20

16
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/3
1

高
速

バ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

熊
本
大
学
チ
ー
ム

•
九

州
新

幹
線

が
長

期
不

通
が
予
想
さ
れ
る

•
高

速
道

路
が
植
木
IC
 ‐八

代
IC
 通

行
止
め

•
都

市
間

交
通
の
動
脈

不
通
は
，
救
援
物
資
・
避
難
な
ど
に
深
刻
な
影

響
．
迂

回
の

一
般

道
も
大

渋
滞

•
4月

19
日
時
点
で

植
木
IC
ー
益

城
熊

本
空

港
IC
が

緊
急
車
両
の
み
通
行
可

（
熊

本
IC
は
出
入
不
可
）

•
中

越
地

震
の

際
に
，
緊

急
車

両
の
み

通
行

可
の

高
速

道
路

を
新

幹
線

の
代
替

高
速
バ
ス
を
利
用
さ
せ
た
実
績
あ
り

•
九
州
道
の
不
通
の
要
因
が
跨
道
橋
に
あ

る
こ
と
を
把
握
し
，
そ
の
補
強
で
は
な
く
，

即
時

撤
去

を
提

案
し
，
採

用
．
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大
震

災
と
交
通
事

故

•
阪

神
大

震
災

：
交

通
事

故
1.
3倍

•
東

日
本

大
震

災
：
ガ
ソ
リ
ン
不

足
の

た
め
運
転
で
き
ず

•
熊

本
地

震
：
ガ
ソ
リ
ン
供

給
あ
り
・
大
量

の
車

中
泊

・大
渋
滞

・
普

段
と
違

う
道

の
通

行
・
ス
マ
ホ
カ
ー
ナ
ビ
利
用

•
荒
っ
ぽ
い
運
転
・
イ
ラ
イ
ラ
運
転

の
増
加

•
交

通
事

故
増

加
が

心
配

！

「
非

常
時

こ
そ
，
ゆ
ず
り
あ
い
運

転
を
！

」
啓

発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

by
 熊

本
大

学
チ
ー
ム

20
16
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過
去
の
震
災
経
験
と
今
回
の
地
震
の
特
徴
を
踏
ま
え

交
通
事
故
の
増
加
に
対
し
て
警
鐘
を
発
信
．

⇒
地
元
ラ
ジ
オ
２
局
，
テ
レ
ビ
２
局
で
放
送
，
路
面
掲
示
板
も
表
示

．
Fa
ce
bo

ok
な
ど
で
も
拡
散
．

二
次

災
害

と
し
て
の

交
通

事
故

を
防

ご
う
！

•
地

震
を
乗

り
越

え
た
自

分
の

「
命

」
を
守

る

•
事

故
に
よ
り
緊

急
車

両
の

業
務

や
渋

滞
を
発

生
さ
せ

な
い

•
ド
ラ
イ
バ
ー
の

誰
も
が

で
き
る
支

援
！

•
普

段
と
違

う
道

を
走

る
こ
と
も
多

い

•
ス
マ
ホ
の

カ
ー
ナ
ビ
ア
プ
リ
の

利
用

は

要
注

意
！

•
非
常
時
こ
そ
心
に
ゆ
と
り
を
！

•
非
常
時
こ
そ
ゆ
ず
り
合

い
を
！
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避
難

者
数

の
推

移

20
16

/5
/3
1

避
難

箇
所
数
と
1避

難
所
あ
た
り
の
避
難
者
数
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0

50
00

0

10
00

00

15
00

00

20
00

00

25
00

00

30
00

00

35
00

00

40
00

00

4月15日

4月17日

4月19日

4月21日

4月23日

4月25日

4月27日

4月29日

5月1日

5月3日

5月5日

5月7日

5月9日

ガ
ス
停

止
戸

数
停

電
戸

数
断
水

戸
数

戸 数

避
難
者
数
の
推
移
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
状
況
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電
力

○
台

風
な
ど
他
の

災
害

に
対

し
て
の

備
え
や

，
大

規
模

災
害

へ
の

応
援

の
経

験
が

あ
っ
た
こ
と
な
ど
が

復
旧

に
は

大
き
な
役

割
を
果

た
し
て
い
た

．
例
え
ば
東
日
本
の
電
力
会
社
か
ら
も
，
50
/6
0ヘ

ル
ツ
双
方
対

応
可
能
な
発
電
機
車
を
派
遣

し
て
く
れ
た
．

○
復

旧
に
際

し
て
は
，
病

院
，
役

所
，
警

察
な
ど
を
優
先

発
電
機
車
の
数
に
限
り
が
あ
る
の
で
，
優
先
順
位
が
分
れ
ば
そ
れ
に
応
じ
て
場
所
に
送
り
た
か
っ
た
．

た
だ
，
県

の
対
策

本
部

で
は
，
避

難
所
ご
と
の

避
難

者
数

な
ど
が
当

初
把

握
で
き
ず
，
市

町
村

に
直
接

問
い
合
わ
せ
し
た
．
ま
た
避
難
所
ご
と
の
停
電
状
況
も
当
初
は

不
明

○
地

区
間

の
復

旧
の

時
間

差
に
は

，
道

路
閉

塞
の

影
響

も
あ
る
.

益
城
な
ど
で
は
道
路
閉
塞
に
よ
り
復
旧
に
時
間
を
要
し
た
面
も
あ
る
．
阿
蘇
地
域
の
場
合
，
送
電
系
統
が

熊
本
方
面
（
西
側
）
か
ら
の
み
．
鉄
塔
の
立
て
直
し
が
必
要
と
な
っ
た
．
当
初
は
発
電
機
車
を
派
遣
．
4月

28
日

に
鉄

塔
含

め
復
旧

完
了

○
高

森
，
阿

蘇
等

で
，
自

治
体

が
避

難
所

へ
の

広
報

に
協

力
し
て
く
れ

た
．

自
治
体
が
防
災
無
線
な
ど
も
使
っ
て
、
停
電
や
復
旧
お
よ
び
対

応
に
つ
い
て
広

報
し
て
く
れ
る
の
は

あ
り
が

た
い
．

○
断

線
な
ど
に
つ
い
て
は

，
細

か
い
と
こ
ろ
は

把
握

で
き
な
い
．
市

民
か

ら
の

通
報

も
重

要
．
情

報
歓

迎
。

た
だ
し
同

一
の
被
害
に
対
し
て
多
く
の
方
か
ら
の
通
報
が
あ
り
、
回
線
の
輻
輳
で
対
応
が
困
難
で
あ
っ
た
。

土
木

計
画

学
委

員
会

・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・
生

活
避

難
調

査
デ
ー
タ

20
16
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電
柱

、
電

線
の

被
害

例

１ ２

益
城

町

益
城

町

３

益
城

町

西
原

村

西
原

村

４ ５ ６

益
城

町

電
柱

の
倒

壊
、
傾
斜

等
の
位

置
情
報

の
共
有

化
は
、
避
難
・
救

助
経

路
や
復

旧
経

路
を
確

保
し
て
い
く
上

で
重

要
で
あ
る
.

※
写
真
は
国
土
交
通
省
道
路
局
環
境
安
全
課
提
供

20
16
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熊
本

市
南

区
近

見
一

丁
目

液
状
化
に
よ
る
電
柱
の
沈
下

約
1ｍ

清
田

様
写

真
提

供

無
電
柱
化
地
区
（
道
路
）
と
そ
う
で
な
い
地
区
で
は
被
害
状
況
（
避
難
・
救
援
活
動

等
含

め
）
が

大
き
く
異

な
っ
て
い
た
．
地

震
対

策
の
観

点
か
ら
も
電
線

共
同
溝

等
に
よ
る
無

電
柱

化
の

重
要

性
が
認

識
さ
れ
る
．

電
線

共
同

溝
に
つ
い
て
は

、
液

状
化

エ
リ
ア
に
お
い
て
も
地

表
面

へ
の

影
響

は
見

ら
れ

な
い
。

20
16

/5
/3
1
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水
道

○
過

去
の

災
害
経
験

が
生
か

さ
れ
た
か

・
東

日
本

の
際

の
復

旧
ノ
ウ
ハ

ウ
（
漏

水
検

査
→
幹

線
→
引

き
込

み
管

）
は

継
承

さ
れ

て
い
た
。

・
た
だ
し
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
通
り
復
旧
さ
れ
た
わ
け
で
は

な
い
。
今

回
は
都

市
で
の
災
害

で
あ
る
た

め
、
引

き
込
み
線

が
非
常
に
多

く
、
上
記

手
順
通

り
復
旧

し
て
い
た
ら
時

間
を
要
し
す
ぎ
る
面

が
あ
っ
た
。
実
際

は
、
漏
水

が
多

い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
覚
悟

の
う
え
で
、
早

期
の
給

水
に
踏
み
切
っ
た
。

・
背

景
と
し
て
は

、
都

市
で
の

災
害

の
た
め
、
電

力
復

旧
後

、
水

道
の

早
期

復
旧

の
要

望
が

非
常

に
強

か
っ
た
。
飲

用
以
外

の
生
活

用
水
需

要
（
ト
イ
レ
な
ど
）
に
こ
た
え
る
こ
と
を
優

先
し
た
。

○
「
濁

り
」
問

題
・
初

期
に
お
い
て
は

、
水
源

の
地
下

水
自

体
の
濁

り
。

こ
れ

は
、
地

震
動

で
地

層
が

ゆ
す
ら
れ

た
た
め
。
た
だ
し
熊

本
市

に
お
い
て
は

、
地

震
で
取

水
設

備
や

ポ
ン
プ
設

備
が

損
傷

を
受

け
た
ケ
ー
ス
は

な
い
。

熊
本

市
は

地
下
水
の

水
質
が

良
い
た
め
、
ろ
過

設
備
を
持
っ
て
い
な
い
（
原

水
に
塩

素
注

入
す

る
だ
け
で
給

水
で
き
て
い
た
）
。
そ
の

た
め
、
濁

り
の

発
生

時
に
浄

水
が

で
き
な
い
。

・
中

期
的

に
は
、
前
述
の

よ
う
に
管

路
の
復

旧
が
完

全
で
な
い
こ
と
を
承
知
で
給
水

に
踏
み
切

っ
て
い
る
こ
と
、
水

圧
が

不
足

し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
給

水
過

程
で
生

じ
た
濁

り
。

土
木

計
画

学
委

員
会

・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・
生

活
避

難
調

査
デ
ー
タ

20
16
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都
市

ガ
ス
に
つ
い
て

新
潟

中
越

沖
地
震
（
H1

6)
と
比
較
し
て

‐都
市

ガ
ス
停

止
戸

数
は

、
大

き
い
（
１
０
万

（
熊

本
）
＞
５
万

強
（
新
潟
H1

6)
）

‐し
か
し
、
復
旧
期
間
が
非
常
に
短
い
の
が
特
徴

（
１
１
日

間
:4
月
20

日
‐3
0日

＜
３
週
間
）

‐西
部
ガ
ス
は
ガ
ス
管
の
耐
震
化
を
進
め
て
い
た

‐日
本
ガ
ス
協
会
(の

関
連
会
社
)か

ら
大
量

の
人
的

支
援

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
に
つ
い
て

‐２
５
日
に
は
顧
客
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
世
帯
・
企
業
は
完
全
復
旧
（
早
い
！
）

‐転
倒
防
止
，
ホ
ー
ス
の
強
化
等
耐
震
化
が
進
め
ら
れ
て
い
た
．

‐益
城
・
阿
蘇
な
ど
今
回
の
被
災
地
域
の
メ
イ
ン
は
プ
ロ
パ
ン

土
木

計
画

学
委

員
会

・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・
生

活
避

難
調

査
デ
ー
タ

20
16

/5
/3
1

宇
土
市
役
所

八
代

市
役

所
益
城
町
役
場

防
災
拠
点
の
被
災

市
役

所
・
町

役
場

使
用

不
能

に
！

20
16

/5
/3
1

指
定
避
難
所
も
被
災

20
16

/5
/3
1
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02040608010
0

12
0

14
0

17
日

18
日

19
日

20
日

22
日

23
日

25
日

26
日

27
日

30
日

建
物

破
損

の
リ
ス
ク
が

あ
る
医
療

機
関

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

供
給

に
問
題

の
あ
る
医

療
機

関

問
題

な
い
医
療

機
関

連
絡

が
取

れ
な
い
医
療

機
関

拠
点

病
院

も
被

災

土
木

計
画

学
委

員
会

・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・
生

活
避

難
調

査
デ
ー
タ

20
16

/5
/3
1

焼
却
炉
の
損
傷
等
で
，
4つ

の
ゴ
ミ
処
理
施
設
が
長
期
間
使
用
出
来
な
い
状
態

一
般

廃
棄

物
処
理
施
設
の
被
災

震
災

ゴ
ミ
が

山
積

20
16

/5
/3
1

健
軍
の
倒
壊
し
た
サ
ン
リ
ブ

1階
の
屋
根
が
崩
落
し
た
サ
ン
ピ
ア
ン
モ
ー
ル

ス
パ

ー
も
被
災

20
16

/5
/3
1

05010
0

15
0

20
0

25
0

17
日

17
日

19
日

20
日

21
日

23
日

24
日

25
日

27
日

28
日

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

ロ
ー
ソ
ン

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

合
計

051015202530354045

17
日

17
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

27
日

28
日

イ
オ
ン

イ
ズ
ミ

サ
ン
リ
ブ

西
友

合
計

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
復
旧
状
況

土
木

計
画

学
委

員
会

・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・
生

活
避

難
調

査
デ
ー
タ

20
16

/5
/3
1
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1
2

M
ay

,
2
0
1
6

益
城

町
（

キ
ャ

ン
プ

村
）

20
16

/5
/3
1

2
9

A
pr

il,
2
0
1
6

池
田

小
学

校
20

16
/5
/3
1

20
16

/5
/3
1

20
16

/5
/3
1
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熊
本

市
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
in
 （

仮
称

）
花

畑
広

場

20
16

/5
/3
1

2
4

A
pr

il,
2
0
1
6

お
た

が
い

さ
ま

食
堂

in
 白

川
・

緑
の

区
間

20
16

/5
/3
1

■
熊
助
組
(く
ま
す
け
ぐ
み

）
・
概

要

大
学
で
防
災
に
つ
い
て
学
ぶ
学
生
が
、
社
会

に
出
る
前
の
社
会
貢

献
と
し
て
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
い
う
考
え
の
も
と
、
20
07

年
6

月
に
学
生
に
よ
っ
て
結
成
。

結
成

初
年

度
か

ら
、
災

害
復

旧
支

援
(美

里
町
)に

参
加
し
、
以
降
は

講
習
会
へ
の
参
加
、
県
内
で
実
施
さ
れ
る
防
災
訓
練
、
自
然
災
害

時
の

復
旧

支
援

の
活

動
を
実

施
。

・
メ
ン
バ

ー

熊
本

大
学

工
学

部
・
熊

本
大

学
院
自

然
科

学
研

究
科

所
属

の
61

名

➡
熊
本
大
学
全
体
に
拡
大
中

最
後
に

学
生

災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

ー
ク
ル

20
16

/5
/3
1

熊
本
市
う
ま
か
な
よ
か
な
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
物
資
の
搬
入
出

熊
本
市
南
区
役
所
で
の
子
供

と
の
交
流

熊
本
市
東
区
で
の
瓦
礫
の
撤
去

美
里
町
で
の
瓦
礫
の
撤
去

20
16

/5
/3
1
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菊
池
市
で
の
瓦
礫
の
撤
去

熊
本
市
で
の
家
屋
の
片
付
け

熊
本
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運

営
嘉
島
町
で
の
瓦
礫
の
撤
去

20
16

/5
/3
1

御
清

聴
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．

熊
本

の
復

興
に
ご
協

力
お
願

い
し
ま
す
．

20
16

/5
/3
1
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